
寄
　
稿

岩
中
で
学
ぶ

　
父
が
保
健
課
長
と
し
て
岩
手
に
赴
任
。
御
影
石
の

大
き
な
門
柱
、
正
面
に
並
列
す
る
校
舎
、
右
に
講
堂

左
に
道
場
の
あ
る
岩
中
に
三
年
主
の
春
転
入
学
。
下

小
路
、
中
津
川
河
畔
・
、
石
垣
に
面
し
住
む
。
隣
家
は

猫
・
塚
君
。

　
五
年
生
の
時
父
は
金
沢
に
転
勤
、
盛
岡
に
残
る
。

教
室
の
二
階
よ
り
口
々
眺
め
た
岩
手
山
は
心
に
深
く

残
つ
で
お
り
、
テ
レ
ビ
で
見
る
た
び
に
身
が
締
ま
る
。

医
専
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
高
松
の
池
、
不
来
方
城
跡
な
ど

盛
岡
の
風
景
は
い
ま
だ
に
は
っ
き
り
目
に
浮
か
ぶ
。

　
ラ
グ
ビ
ー
部
に
入
る
。
竹
花
、
瀬
川
、
川
越
、
駒

井
、
吉
田
、
佐
藤
、
大
村
、
川
守
田
、
久
保
、
井
上
、

辻
　
公
一
郎
（
旧
腿
回
生
）

小
西
の
諸
君
と
と
も
に
日
々
校
庭
で
声
を
出
し
あ
い

楕
円
球
を
追
う
。
各
人
個
性
豊
か
な
気
持
の
通
っ
た

良
い
友
で
往
時
を
想
う
と
き
、
そ
の
顔
が
は
っ
き
り

思
い
出
さ
れ
る
。
竹
花
、
佐
藤
両
君
は
故
人
と
な
ら

れ
た
。
小
西
、
川
守
田
君
は
転
校
。
ポ
プ
ラ
の
そ
ぴ

え
る
中
津
川
対
岸
に
川
守
田
、
大
村
君
の
家
が
あ
る
。

　
川
守
田
君
と
は
昭
和
二
八
年
後
楽
園
の
場
外
で
都

市
対
抗
野
球
、
熊
谷
組
応
援
団
長
と
し
て
団
員
を
集

め
指
示
を
し
て
い
た
彼
と
会
い
久
々
の
話
を
し
た
。

熊
谷
組
は
私
が
勤
め
る
東
京
厚
生
年
金
病
院
の
道
路

斜
め
前
に
あ
り
、
以
来
熊
谷
組
の
人
は
病
院
受
診
時

私
に
連
絡
を
し
紹
介
し
た
。
彼
に
は
開
業
時
の
建
築

・
・
―

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
世
話
に
な
っ
た
。
現
在
熊
谷
組
監

査
役
を
さ
れ
て
お
り
、
元
気
で
活
躍
中
。
仲
良
く
交

わ
っ
た
大
村
君
は
中
学
四
年
で
渡
澗
、
戦
後
帰
国
、

以
後
連
絡
を
保
ち
、
両
君
と
は
親
し
く
し
て
い
る
。

　
ラ
グ
ビ
ー
の
試
合
は
医
専
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、

盛
中
、
医
専
が
主
で
盛
岡
鉄
道
、
秋
田
鉄
道
と
も
戦
っ

た
。
秋
田
と
の
試
合
で
Ｆ
Ｂ
の
タ
ッ
ク
ル
を
ジ
ャ
ン

プ
し
て
交
わ
し
ト
ラ
イ
を
し
た
竹
花
の
プ
レ
ー
は
味

方
も
相
手
も
驚
く
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
だ
っ
た
。
盛
中

と
の
対
抗
戦
は
応
援
合
戦
を
含
め
元
気
一
杯
戦
っ
た
。

　
盛
中
に
負
け
た
こ
と
は
な
く
岩
中
は
強
か
っ
た
。

ラ
グ
ビ
ー
部
卒
業
記
念
写
真
の
中
に
は
後
の
全
日
本

選
手
が
三
名
い
る
。
医
専
と
も
試
合
を
し
、
よ
い
勝

負
で
あ
っ
た
。
後
年
医
専
の
主
将
を
務
め
、
後
輩
岩

中
と
の
試
合
も
楽
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

　
校
長
は
佐
々
木
哲
郎
先
生
。
温
か
い
お
人
柄
で
生

徒
へ
の
訓
話
は
明
瞭
で
、
言
わ
れ
た
こ
と
を
守
ろ
う

と
の
気
持
が
自
然
と
湧
き
精
神
を
涵
養
し
て
下
さ
っ
た
、
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山
中
先
生
は
、
戸
嶋
先
生
が
召
集
さ
れ
た
後
、
部

長
と
し
て
わ
れ
わ
れ
を
指
導
し
て
下
さ
っ
た
。
ブ
ラ
ッ

ク
イ
エ
ロ
ー
の
鄙
歌
は
先
生
が
お
作
り
に
な
り
、
折
々

声
高
ら
か
に
唱
っ
た
。
山
中
先
生
は
生
徒
を
可
愛
が
っ

て
下
さ
り
、
皆
兄
貴
の
よ
う
に
親
し
み
、
敬
っ
た
。

四
高
を
受
け
る
と
お
話
し
し
た
時
頑
張
る
よ
う
に
、

と
言
わ
れ
励
ま
し
て
下
さ
っ
た
先
生
の
お
顔
は
未
だ

に
忘
れ
ら
れ
な
い
。
落
ち
て
金
沢
の
予
備
校
に
入
り

他
の
人
と
較
べ
学
力
の
余
り
の
低
さ
に
驚
い
た
次
第
。

　
岩
中
時
代
は
刺
戟
も
少
な
く
、
気
楽
に
暮
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　
校
長
ご
退
任
後
東
京
に
移
ら
れ
た
山
中
先
生
は
東

京
石
桜
会
を
作
ら
れ
た
。
東
京
石
桜
会
は
先
生
を
中

心
に
在
京
同
窓
生
の
心
の
寄
り
ど
こ
ろ
と
な
り
、
三

田
理
事
長
、
遠
藤
校
長
、
母
校
の
先
生
方
の
温
か
い

ご
支
援
を
い
た
だ
き
毎
年
開
か
れ
、
校
歌
の
も
と
親

し
さ
の
溢
れ
る
会
と
な
っ
て
い
る
。

　
級
友
徐
耀
眩
君
は
台
湾
の
高
校
数
学
教
師
退
職
後

毎
年
盛
岡
を
訪
れ
、
そ
の
都
度
連
絡
が
あ
る
。

　
昭
和
一
五
年
よ
り
二
七
年
卒
業
時
は
軍
国
主
義
時

代
、
少
年
戦
車
兵
等
に
志
願
し
た
元
気
澄
潮
な
友
は

戦
死
。
惜
し
い
。
友
を
悔
み
心
よ
り
冥
福
を
祈
る
。

当
時
の
配
属
将
校
の
傲
慢
な
言
動
は
人
の
心
を
傷
つ

け
、
私
に
軍
人
に
対
す
る
批
判
の
心
を
植
え
付
け
た
。

　
岩
中
在
学
の
三
年
間
は
岩
手
の
自
然
の
中
で
育
く

ま
れ
、
学
校
行
事
そ
の
他
の
岩
手
登
山
、
橋
場
よ
り

奥
羽
山
脈
を
越
え
、
田
沢
湖
ま
で
友
と
歩
い
た
山
歩

き
。
昆
虫
採
集
、
キ
ャ
ン
プ
等
昆
虫
や
植
物
、
自
然
の

姿
を
学
ん
だ
時
代
で
あ
る
。
多
く
の
友
と
交
わ
り
、

友
よ
り
学
び
、
体
力
、
持
久
力
を
養
い
、
豊
か
な
自
然

の
中
で
心
を
鍛
え
、
良
き
師
の
教
え
を
受
け
、
人
生
の

基
を
培
っ
た
三
年
間
で
あ
っ
た
。
岩
中
は
多
感
な
中

学
時
代
を
過
ご
し
た
心
の
故
郷
と
も
言
え
る
実
り
多

い
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
温
か
い
母
校
で
あ
る
。

　
母
校
創
立
七
〇
周
年
を
慶
祝
し
、
益
々
の
ご
発
展

を
祈
願
し
、
同
窓
各
位
の
ご
多
幸
を
祈
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
日
本
臨
床
整
形
外
科
医
会
名
誉
会
長
、
東
京

　
　
　
　
　
臨
床
整
形
外
科
医
会
会
長
、
東
京
都
各
科
医
会

　
　
　
　
　
協
議
会
監
事
、
東
京
労
働
保
険
医
療
協
会
理
事
）

個
個
か
⊃
考
言
万
＼
ノ
・

山中順三部長を中心にしたラグピー部（昭和16年）
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昭和16年）ラグビー部員全員（前列山中先生以外は５年生対医専戦を前に調整
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